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研究成果の概要（和文）：摂食障害患者の過食症状および関連する症状に関して、Ecological Momentary 
Assessment（EMA）を応用し、日常生活下で評価・記録できるシステムを開発し、過食症状と生物学的・心理学
的要因との関連を検討したところ、リアルタイムに測定した気分（うつ、不安など）が過食行動に影響し、血糖
値がポジティブな気分が正の相関を持つことが明らかとなった。さらに、Ecological Momentary Intervention
（EMI）を応用して、機械学習を用いたスマートフォンによる過食症状の治療介入システムの開発をおこなっ
た。

研究成果の概要（英文）：We developed a system that can be used to evaluate and record the symptoms 
of binge-eating and related symptoms in patients with eating disorders under daily life by applying 
Ecological Momentary Assessment (EMA), and investigated the relationship between binge-eating, and 
biological and psychological factors, and found that mood measured in real-time (e.g. depression, 
anxiety, etc.) influenced binge-eating, and that blood glucose levels were positively correlated 
with positive mood scores. Furthermore, we applied Ecological Momentary Intervention (EMI) to 
develop a smartphone-based intervention system for binge-eating symptoms using machine learning.

研究分野： 心身医学、行動医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
摂食障害患者の過食や代償行動などの食行動異常は、診察場面での従来の方法では評価は難しく、日常生活の状
況はブラックボックスに近い状態であるという問題があった。本研究の学術的意義の一つは、日常生活下におい
てリアルタイムに評価する方法で、日本人の摂食障害の患者において食行動異常に関連する心理学的要因を明ら
かにしたことと、血糖値という生物学的な要因が気分と関連していることを明らかにしたことである。さらに、
過食症状に関して、日常生活下において治療介入を行うシステムを開発したことも学術的意義が大きく、また、
難治とされる摂食障害の治療の一つの可能性を示した点は、社会的意義もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
摂食障害は食行動異常と体型認知の異常が認められる疾患群で、食行動異常は気分状態や認知
機能などの心理面と低栄養状態等の身体面が相互に関連している(1)。摂食障害の主たる治療の
場は病院ではなく日常生活下であり、診察時には日常生活の状況の確認とホームワークと呼ば
れる課題の設定が中心であるため(2)、治療介入による行動から効果検証・修正までのタイムラ
グが大きいことと、診察時の状況確認に時間を要することの 2点に関して治療の非効率性が問
題であった。このような問題を解決するため、携帯型コンピュータを電子日記として用いて日
常生活下における症状や行動を記録する Ecological Momentary Assessment（EMA）という方法
で得られたデータをリアルタイムに解析し、適切なタイミングで介入を行う Ecological 
Momentary Intervention（EMI）という概念（3）が提唱されている。摂食障害の病態理解に
は、気分状態等の想起によるバイアスが生じやすい主観的概念を扱うことが多く、食行動異常
が日々の生活の中で生じていることを踏まえると、EMAを用いた日常生活下調査が必要と考え
られる。本研究では、EMAや EMIを用いて、摂食障害患者の過食症状の治療は可能であるの
か、さらには、従来受診時に行っていた介入方法の評価の時間を EMIで代替することにより、
診察時間の短縮が可能であるのかを探る。 
 
 
２．研究の目的 

 
本研究では、Ecological Momentary Assessment（EMA）および携帯情報端末を用いた食事記録
評価システムに、持続グルコースモニタリング、自律神経指標としての心拍変動評価のための
心拍間隔測定などの生物学的指標測定および、食行動異常に関連することが想定される心理面
の症状記録を併用することで、摂食障害における食行動異常と心理面身体面の相互の関連を解
明し、食行動異常を惹起・維持する要因と、その背景に上記の生物学的指標がどのように関与
するかを明らかにする。また、EMAで得られたデータを利用して介入を行う Ecological 
Momentary Intervention（EMI）を応用した、摂食障害患者の過食症状の治療システムの開発を
行うことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１） 過食症状の評価システムの開発 
過食症状と行動を評価するための項目を選定・実装し、過食症状の評価・記録を行うためのシ
ステムの開発を行う。20 歳以上の神経性やせ症および神経性過食症の女性患者を対象として、
研究実施施設内で実施される調査とそれに引き続いて行われる 14日間の日常生活下調査で基礎
データを収集する。研究協力者は普段どおりの生活をしながら、研究用スマートフォンを携行し、
心理状態・環境要因に関する質問項目の入力、食事摂取内容の記録、食行動異常（過食、排出行
動）も記録する。ストレスの客観的な指標として唾液中のαアミラーゼとコルチゾールを測定す
るため、起床後、過食前、就寝前に唾液も採取する。また、小型心電図センサ、身体活動計およ
び持続グルコース測定装置を装着することで、心拍間隔・身体活動度・細胞間質液グルコース濃
度を測定する。 
 
（２）による過食衝動・行動の予測モデルの開発 
連続計測・記録されている身体活動度から、適切なタイミングで治療介入システムを立ち上げ
るシステムを開発し、基礎データと連続計測されている身体活動度の関連から過食衝動・行動
の予測モデルを作る。また、摂食障害患者における使用感の調査を行いシステムの改良を行
う。 
 
（３）過食症状への介入システムの開発 
 本研究で開発したモデルおよび機械学習を用いた、過食症状への治療介入システムの開発を
おこなった。 
 なお、本研究に関しては、本学の倫理委員会の承認を得た上で、参加者から書面による同意
書を得た。 
 
 
４．研究成果 



 

 

（１）スマートフォンを用いて、日常生活下における、気分および食行動に関する評価・記録
可能なアプリケーションの開発を行った。 
（２）過食症状に対する生物学的・心理学的影響の評価 
 14名の摂食障害女性患者（29.6±9.7歳）に参加同意を得られて、研究を実施した。 
 
 ・過食症状に対する生物学的・心理学的要因の影響 
  マルチレベル解析により、日常生活下における気分が過食行動に与える影響の評価を検討
したところ、以下のような統計学的に有意な関連が認められた（表 1）。ただし、血糖値は、
過食行動には有意な影響が認められなかったが、図 1に示すように、血糖値の絶対値ではな
く、低下などの変化が影響している可能性が認められた。 
 
 
表 1 気分が過食行動に与える影響（マルチレベル解析） 
気分 固定効果 標準誤差 P値 

ネガティブ感情 0.002002 0.000600 < 0.001 

うつ気分 0.001434 0.000693 0.039 

不安 0.001875 0.000596 0.0017 

ストレス 0.001646 0.000529 0.002 

 

 

 

 

図 1 血糖値の変化と過食行動の経時的関連の例（神経性過食症患者） 

 

・血糖値が自覚症状に与える影響 

 マルチレベル解析により、血糖値が自覚症状に与える影響が表 2に示す通り、明らかとなっ

た。 

 

表 2 血糖値が自覚症状に与える影響（マルチレベル解析） 

血糖値 固定効果 標準誤差 P値 

ポジティブ感情 0.07456 0.02188 < 0.001 

食欲 -0.1660 0.02993 < 0.0001 

空腹 0.1347 0.02247 < 0.0001 

 

 

（３）過食症状への介入システムの開発 

 スマートフォン上に、機械学習を用いた、過食症状への介入システムの開発を行った。 

 



 

 

（４）考察 

 過食症状のある摂食障害患者の過食行動および、それに影響すると思われる自覚症状などの
日常生活下における評価・記録システムを開発し、過食へ影響する要因を検討した。さらに、
スマートフォンを用いた、日常生活下における過食症状への治療介入システムの開発を行っ
た。 
 過食行動へは、ネガティブ感情、うつ気分、不安、ストレスが、統計学的に有意に影響して
いることが示された。この結果は、先行研究（4）を支持するものである。ただし、先行研究で
は、本研究のようにポジティブ感情の過食行動への影響（統計学的に有意ではなかったが）を
EMAで検討した研究は少なく、また、血糖値の影響を検討した研究は少なく、その点において
新規性があると考えられた。また、統計学的な検討は実施できなかったが、図 1に示したよう
に、血糖の絶対値ではなく、比較的短時間の変化（低下）が過食行動を誘発する可能性が示さ
れたため、今後、さらに検討が必要であると考えられる。 
 また、日常生活下の血糖値による自覚症状への影響を評価した研究は、ほとんどなく、本研
究で認められた、ポジティブ感情との正の相関が認められた点は新たな知見であり、治療上も
有益であると考えられた。 
 特許申請の可能性もあるため、現時点では、過食行動の予測モデルや、機械学習を用いた、
スマートフォンを用いた過食症状の治療介入システムに関しては、詳細を述べることはできな
いため、後日、報告したい。 
 最後に、COVID-19の影響により、患者リクルートが進まず、進捗が遅れたために、開発した
治療介入システムのランダム化比較試験を行うことができなかったため、今後、実施したい。 
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